


説明書中の表示の意味説明書中の表示の意味説明書中の表示の意味説明書中の表示の意味
取扱説明書および製品には､製品を安全に正し くお使いいただき､お客様や他の人へ

の危害や財産への損害を未然に防止するために､絵表示が使われています。その表示

と意味は次のとおりです。内容をよ くご理解いただいた上で本文をお読みください｡

本書の中に出て く る｢プロジェ ク ター｣とい う表記には､プロジェ ク ター本体のほかに

同梱品や別売品も含まれる場合があ り ます。

安全に関する表示安全に関する表示安全に関する表示安全に関する表示

警告
この表示を無視して誤った取り扱いをすると､人が死亡または重

傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

注意注意注意注意
この表示を無視して誤った取り扱いをすると､人が傷害を負う可
能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される

内容を示しています。

一般情報に関する表示一般情報に関する表示一般情報に関する表示一般情報に関する表示

プロジェクターの故障や損傷の原因になるおそれがある内容を示し
ています。

関連する情報や知っておくと便利な情報を記載しています。

関連事項や､より詳しい説明を記載しているページを示しています。

マークの前のアンダーラインの引かれた用語は､用語解説で説明し
ています。｢付録 用語解説｣をご覧ください。 p.56 

[(ボタン名)] 操作パネルまたはリモコンのボタンを示しています。
例：[戻る]

「(メニュー名)」 画面に表示されているボタンやメニュー名を示しています。
例：「OK」

奇数ページを超えて、次ページに説明が続くことを示しています。

｢プロジェクター｣という表記について｢プロジェクター｣という表記について｢プロジェクター｣という表記について｢プロジェクター｣という表記について
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プレゼンテーシ ョ ンのプレゼンテーシ ョ ンのプレゼンテーシ ョ ンのプレゼンテーシ ョ ンの
準備（EMP SlideMaker2準備（EMP SlideMaker2準備（EMP SlideMaker2準備（EMP SlideMaker2
の使い方）の使い方）の使い方）の使い方）
ここでは、 シナリオの作成、 転送方法について説明しています。

シナリオに組み込めるファイル ...................................................................4

シナリオの作成と転送 .......................................................................................6

• シナリオの作成 ..................................................................................................................7
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シナリオに組み込めるファイルシナリオに組み込めるファイルシナリオに組み込めるファイルシナリオに組み込めるファイル
シナリオとして、1 つのファイルに組み合わせることができるファイルは次

のとおりです。

種類
ファイルタイプ

（拡張子）
備考

 PowerPoint .ppt Microsoft PowerPoint  2000／2002

画像 .bmp

.jpg バージ ョ ンを問いません。ただし、CMYK
カラーモード形式、プログレッシブ形式
のものは再生できません。

動画 .mpg MPEG2-PS
再生可能なサイズが最大720×480まで
で、DVDと同じ（シーケンスヘッダがGOP
ごとに配置されている）形式でないと再
生できません。
再生できる音声形式は、MPEG1レイヤー
2です。リニアPCMとAC-3は再生できま
せん。
使用する メモ リ カードは、コンパク ト フ
ラ ッシュカードまたはカード型のハード
ディ スク ド ラ イブを推奨します。上記以
外のメモリ カードを使用する と、正し く
再生できないこ とがあ り ます。また、アク
セス速度が遅いコンパク ト フラ ッシュ
カードを使用する と、正し く再生されな
かった り、音飛びしたり音が出なくなっ
たりするこ とがあ り ます。また、コンテン
ツによっては、画面や音が乱れるこ とが
あ り ます。

音声 .wav PCM、 22.05/44.1/48.0kHz、 8/16ビッ ト



本機以外のプロジェクターの同梱ソフトで作成したシナリオについて、本

機の EMP SlideMaker2 で開くことができるものとできないものは次表のと

おりです。

• PowerPoint の「スライ ドシ ョー」メニューで設定した画面切り替えの効

果とアニメーシ ョ ンのう ち、シナリオにも反映されるものは次のとお

りです。

• スライ ド イン • ブラインド • ボックス

• チェ ッカーワイプ • クロール • ディゾルブ

• ピーク • ランダムス ト ライプ • スパイラル

• スプリ ッ ト • スト レッチ • ス ト リ ップ

• ターン • ワイプ • ズーム

上記以外の画面切り替えの効果とアニメーシ ョ ンは「カッ ト」に置き換

えられます。

• 左記の表にある画像・動画フ ァイルをフ ァイル単独で再生したい場合

は、シナリオにする必要はありません。メモリカードにファイルをその

まま保存したあとで、プロジェ ク ターにセッ トすれば CardPlayer 機能

で直接再生して投写できます。  p.34 

プロジェクター ソフ ト 本機のEMP SlideMaker2で開く

EMP-7850 EMP SlideMaker2 ○

ELP-8150/8150NL EMP Scenario ×

ELP-715/505 EMP SlideMaker ×
5
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シナリオの作成と転送シナリオの作成と転送シナリオの作成と転送シナリオの作成と転送
PowerPoint ファイルや画像ファイルを組み合わせて、投写する順番に並べ

て１つのファイルとして保存したものを、本書では「シナリオ」と呼びます。

シナリオはEMP SlideMaker2で作成します。

EMP SlideMaker2 を使うと、元となるファイルを編集せずに、必要な部分を

抽出、並び替えて、簡単に、そして効率的にプレゼンテーション資料を準備

できます。

作成したシナリオはコンピュータにセットしたメモリカードに転送しま

す。そのメモリカードをプロジェクターのカードスロットにセットして、プ

ロジェクターに搭載のEasyMPのCardPlayerでシナリオを投写します。

Powe rPo i n t
ファイル1

PowerPoint
ファイル2

Powe rPo in t
ファイル3

シナリオファイル

シナリオの作成シナリオの作成シナリオの作成シナリオの作成 p.7 p.7 p.7 p.7 

シナリオの転送シナリオの転送シナリオの転送シナリオの転送 p.12 p.12 p.12 p.12 

EMP SlideMaker2EMP SlideMaker2EMP SlideMaker2EMP SlideMaker2

シナリオの投写シナリオの投写シナリオの投写シナリオの投写 p.30 p.30 p.30 p.30 

Card PlayerCard PlayerCard PlayerCard Player

コンピュータでの作業コンピュータでの作業コンピュータでの作業コンピュータでの作業

プロジェクターでの作業プロジェクターでの作業プロジェクターでの作業プロジェクターでの作業



シナリオの作成シナリオの作成シナリオの作成シナリオの作成

シナリオを作成する前に、次の点を確認してください。

• PowerPoint、画像・動画などの組み合わせるデータは、あらかじめ作成して

おきます。

• 前述の「シナリオに組み込めるファイル」に記載されているファイル以外

は使用できません。 s P.4

1 コンピュータで Windows を起動し、「スタート」－「プログラム」（または

「すべてのプログラム」）－「EPSON Projector」－「EMP SlideMaker2」の順

に選択します。

EMP SlideMaker2 が起動し、シナリオのプロパティが表示されます。

2 次の表を参照して各項目を入力し、「OK」ボタンをクリ ックします。
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シナリオの作成と転送
シナリオ名

作成するシナリオのファイル名と、作業用フォルダ名に
なります。必ず入力してください。アルファベッ トの大
文字と数字を8文字まで入力できます。次項の作業用
フォルダのディレクトリと合わせて127文字以内になる
よ うにしてください。

作業用フォルダ
シナリオ作成時の作業用フォルダをどこに作成するか
を指定します。こ こで指定したディレクトリにフォルダ
が作られます。

BGM を設定する

シナリオ再生中にBGMを流したいと きにク リ ッ ク して
チェッ クマークを付けます。チェッ クマークを付ける
と、音声ファイル（WAVE形式）を選択する画面が表示さ
れます。この画面で、BGMと して使用するファイルを選
択します。
音声ファ イル選択後、右側の「 」ボタンをク リ ッ クする
と、選択した音声ファイルが再生されます。
「 」ボタンをク リ ッ クする と再生を停止します。

背景色 シナリオ中の画像データの背景を選択します。

画質

EMP SlideMaker2はPowerPointファ イルの各スライ ドを
JPEGファ イルに変換して保存します。この項目では、
JPEGファ イルに変換する と きの画質を選択します。
JPEGファ イルは特性上、圧縮率が高いと、圧縮率の低い
JPEGファ イルに比べて画質が粗くなりますが、ファ イ
ルサイズは小さ くな り、投写に時間がかかり ません。
こ こでの設定項目では、「最高画質」、「高画質」、「標準」の
順に圧縮率が高くな り ます。したがって、「最高画質」に
設定した場合は、高画質でサイズの大きいJPEGファ イ
ルで保存されます。
「標準」に設定した場合は、他に比べて画質が低くな り ま
すが、サイズの小さいJPEGファ イルで保存されます。
シナリオに直接JPEG ファ イルを組み込んだ場合、その
画面に対しては上記の各設定は無効となり、元のファイ
ルの圧縮率が有効となります。

一度、設定した内容は、「フ ァイル」－「プロパテ ィ」で変更できます。



3 シナリオで使うファイルを選択します。

フォルダウ ィ ン ド ウで、目的のフォルダをクリックする と、フ ァ イル

ウ ィンド ウにフォルダ内のファイルが一覧で表示されます。

画像ファ イルの場合は、フ ァ イルウ ィ ン ド ウでフ ァ イルアイ コンをク

リックする と、フ ァ イルの内容がサムネイルウ ィ ン ド ウに表示されま

す。

動画ファイルの場合は、アイコンがサムネイルウ ィンド ウに表示されま

す。

ファ イルウ ィ ン ド ウで、ファ イルアイ コンをダブルクリックする と、シ

ナリオウ ィ ンド ウ内に選択したファ イルが表示されます。

PowerPointファ イルは、次の2通りの方法でシナリ オに取り込みます。

・PowerPointファイル内の全スライ ドを取り込む

①ファ イルウ ィ ンド ウで目的の PowerPoint ファ イルをダブルクリック

する。

②メ ッセージを確認後「OK」ボタンをクリックする。自動的にスライド

ショーが実行される。

キーボードの［Esc］キーを押すと ス ラ イ ドシ ョーが中止される。その

場合、実行済みのスライ ドはシナリオに取り込まれる。

③スライドショーが終了したら ク リ ッ クする。

ファ イル内の全スライ ドがシナリオウ ィ ンド ウに表示される。

セル
シナリオを構成するスライ ド
1枚ずつをセルと呼びます。

シナリオウィンドウ
シナリオを組み立てる作業
を行うウィンドウです。

アニメーシ ョ ン確認ウィンドウ

フォルダウィンドウ

サムネイルウィンドウ
ファイルウィンドウでクリ ックしたファイルの内容がサムネイルで表示されます。

ファイルウィ ンドウ
フォルダウィ ンドウで選択したフォルダ内のファイルが表示されます。
9
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シナリオの作成と転送
この手順で取り込んだ場合、シナリオに取り込んだあと も PowerPoint で

設定し たアニ メ ーシ ョ ンが保持されます。し たがって、シナリオを

CardPlayerで投写する際にアニメーシ ョ ンが有効に働きます。

・サムネイルを確認しながら必要なスライ ドだけを取り込む

①ファイルウ ィンド ウでファ イルアイコンをクリックする。

②シナリオに取り込むサムネイルをダブルクリックする。

目的のスライ ドがシナリオウ ィ ンド ウに表示される。

この手順で取り込んだ場合、PowerPoint で設定したアニメーシ ョ ンはシ

ナリオに取り込んだあとは、すべて無効とな り ます。

アニメーシ ョ ンを保持しているスライ ドは、シナリオウ ィンド ウのセル

に「.EMA」と表示されます。アニ メーシ ョ ンを保持していないスラ イ ド

はセルに「.JPG」と表示されます。「. EMA」と表示されたセルをク リ ッ ク

する と、アニメーシ ョ ンの各動作がアニメーシ ョ ン確認ウ ィンド ウに表

示されます。

• お使いのコンピュータに PowerPointがインストールされていない場合

は、サムネイルを表示することはできません。

• アニメーシ ョ ンは、EMP SlideMaker2 のプロパテ ィ画面でも設定できま

すが、あらかじめPowerPointで設定したアニメーシ ョ ンの方が、シナリ

オ再生時の動作がなめらかです。PowerPoint のスラ イ ド にアニ メー

シ ョ ンを設定したい場合は、PowerPoint で設定するこ とをお薦めしま

す。画像にアニメーシ ョ ンを設定したい場合や、設定したアニメーシ ョ

ンを保持せずに、シナリオに取り込んだスライ ドにアニメーシ ョ ンを

設定したい場合は、EMP SlideMaker2 のプロパテ ィ画面で設定して く だ

さい。 s P.17

• PowerPoint で設定できるアニメーシ ョ ンで、以下のアニメーシ ョ ンは

シナリオにも反映されます。

• スライ ドイン • ブラインド • ボッ クス

• チェ ッカーワイプ • クロール • ディゾルブ

• ピーク • ランダムス ト ライプ • スパイラル

• スプリ ッ ト • ス ト レッチ • ス ト リ ップ

• ターン • ワイプ • ズーム

上記以外のアニメーシ ョ ンは「カッ ト 」に置き換えられます。



4 ファイルやスライ ドを追加、削除したり順番を入れ替えたり してシナリ

オを完成させます。

シナリオウ ィ ン ド ウに表示 されている内容は、プ ロ ジ ェ ク ターの

CardPlayerで投写したと き、上から順番に投写されます。

・フ ァイルやスライ ドを追加するとき

ファ イルウ ィ ンド ウに表示されているファ イルや、サムネイルウ ィン

ド ウに表示されている PowerPoint のスライ ドを、シナリオウ ィ ンド ウ

の追加したい場所にド ラ ッグ＆ド ロ ップします。

・複数のスライ ドを追加するとき

サムネイルウ ィ ンド ウで、追加したいスライ ドを順次ク リ ッ ク してい

きます。ク リ ッ ク したス ラ イ ドはすべて選択されます。選択したス ラ

イ ドをも う 1度ク リ ッ クする と、選択が解除されます。追加したいスラ

イ ドをすべて選択したら、選択したスラ イ ドの 1 つをシナリオウ ィ ン

ド ウの追加したい場所にド ラ ッグ＆ド ロ ップします。選択したスライ

ドがすべてシナリオに追加されます。

・複数のファイルを追加するとき

ファ イルウ ィ ンド ウで、キーボードの[Ctrl］キーを押したまま、追加し

たいファイルアイコンを順次ク リ ッ ク していきます。ク リ ッ ク した

ファ イルはすべて選択されます。アイコン外の白い領域をク リ ッ クす

る と選択が解除されます。追加したいファイルをすべて選択したら、

選択したファイルの1つをシナリオウ ィンド ウの追加したい場所にド

ラ ッグ＆ド ロ ップします。選択したファイルがすべてシナリオに追加

されます。

・削除するとき

削除したいセルでマウスを右ク リ ッ ク し、表示されたメニュー

（シ ョート カッ ト メニュー）で「切り取り」を選択します。

・順番を入れ替えるとき

移動したいセルをシナリオウィンドウ内でドラッグ＆ドロップして

入れ替えるか、ショートカットメニューを表示し、「切り取り」を選択

後、「貼り付け」を実行して入れ替えます。
11
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シナリオの作成と転送
シナリオの転送シナリオの転送シナリオの転送シナリオの転送

作成したシナリオをプロジェクターで投写するには、EMP SlideMaker2 の

「シナリオ転送」でメモリカードにシナリオを転送します。

転送先には、コンピュータのカードドライブにセットしているメモリカー

ドを指定します。

シナリオをプロジェクター起動時に自動的に投写したり、繰り返して投写

するように設定することもできます。自動的に投写する機能を「オートラ

ン」といいます。

• EMP SlideMaker2の各メニューの機能はヘルプを参照して く ださい。

• 作成途中のシナリオを一時保存する場合は「上書き保存」、あるいは

「名前を付けて保存」を実行します。ただし、シナリオをメモリカードに

保存した場合、そのシナリオはEasyMPのCardPlayerで再生できません。

必ず「シナリオ転送」を実行して く ださい。

• 「シナリオ転送」を実行すると、シナリオファイルが「シナリオ名 .sit」と

いう名前でメモリカード内に保存されます。また、シナリオ名と同名の

フォルダが作られ、各画面が画質の設定に応じた画像フ ァイルに変換

され、そこに保存されます。

• 保存を行わずに「シナリオ転送」を実行した場合は、作業用フォルダ内

にも「シナリオ名 .sit」という フ ァ イルとシナリオ名と同名のフォルダ

が作られ、そこに各画面が画質の設定に応じた画像フ ァイルに変換さ

れ、保存されます。

目的のファイルやスライ ドを ド ラ ッグ＆ドロップでシナリオウィ ン ドウ内
に追加することができます。



1 シナリオが完成したら、メモリ カードをコンピュータにセッ ト して「シ

ナリオ操作」－ 「シナリオ転送」を選択します。

2 転送先のド ライブを指定するダイアログボックスが表示されます。メモ

リカードがセッ ト されているド ライブを選択して「OK」ボタンをクリ ッ

クします。

3 確認メ ッセージが表示されますので、「OK 」ボタンをクリ ックします。

4 転送が終了すると、オート ランの設定を行うか確認するメ ッセージが表

示されます。オート ランや繰り返しの設定をする場合は、「OK」ボタンを

ク リ ッ ク して次の手順に進みます。設定をしない場合は、「キャンセル」

ボタンをクリ ックすると終了します。
13
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シナリオの作成と転送
5 左側のシナリオファイルリストに、メモリカード内のすべてのシナリオ

ファイルが表示されます。

プロジェ ク ターの電源を入れたと きに、シナ リ オを自動投写する場合

は、シナ リオファ イル リ ス ト で目的のシナリ オ名をク リ ッ ク して、「 」

ボタンをク リ ッ ク します。右側のオート ランシナリオファ イルリ ス ト に

シナリオが表示され、オート ランファ イルと して設定されます。

シナリオの投写が終了したら自動的に最初から投写し直す場合は、シナ

リ オフ ァ イル リ ス ト で目的のシナ リ オを選択して「繰 り返し実行」に

チェッ クマークを付けます。

6 シナリオを転送したメモリカードをプロジェクターにセッ ト して

CardPlayerで投写します。 s p.21

• オート ランの設定は、「シナリオ操作」－「オー ト ラン編集」を選択して

も実行できます。

• オート ランの設定はEasyMPのCardPlayerでは指定できません。

• オート ランに設定したファイルが2つ以上ある場合は、オート ランシナ

リオファイルリス トの上から順に再生されます。



こんなときにはこんなときにはこんなときにはこんなときには

単純に PowerPoint の 1 つのファイルをそのままシナリオにする場合は、

PowerPointのファイルアイコンを、デスクトップ上のEMP SlideMaker2のプ

ログラムアイコン上へドラッグ＆ドロップするだけで、簡単にシナリオを

作成できます。

シナリオの簡易作成シナリオの簡易作成シナリオの簡易作成シナリオの簡易作成

• EMP SlideMaker2起動中はシナリオの簡易作成はできません。

EMP SlideMaker2を終了してから実行して く ださい。

• 作成されたシナリオには「Scnxxxx」（xxxxは数字）という名前が付きま

す。シナリオの画質は「標準」に設定されます。画質は、「フ ァイル」－

「プロパテ ィ」を選択して表示されるシナリオ設定ダイアログボッ クス

で変更できます。画質についての詳細は「シナリオの作成」をご覧 く だ

さい。  p.7 

• PowerPoint のファイルを複数選択して EMP SlideMaker2 のプログラム

アイコンへド ラ ッグ＆ド ロ ップした場合、マウスカーソルが指してい

るアイコンのファイルだけがシナリオになります。

• シナリオの簡易作成を実行した場合、PowerPoint のファイルにあるす

べてのスライ ドからシナリオを作成します。投写した く ないスライ ド

がある場合は、該当のセルを右クリ ッ ク して「非表示」を選択します。

• PowerPoint で設定できるアニメーシ ョ ンで、次のアニメーシ ョ ンはシ

ナリオにも反映されます。

• スライ ド イン • ブラインド • ボックス

• チェ ッカーワイプ • クロール • ディゾルブ

• ピーク • ランダムス ト ライプ • スパイラル

• スプリ ッ ト • スト レッチ • ス ト リ ップ

• ターン • ワイプ • ズーム

上記以外のアニメーシ ョ ンは「カ ッ ト 」に置き換えられます。
15
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シナリオの作成と転送
作成したシナリオが、プロジェクターの CardPlayer で再生したときにどの

ように投写されるかを、コンピュータ上で確認できます。画像、アニメー

ション効果、BGMなどシナリオの構成要素をすべて再生します。

1 EMP SlideMaker2で、確認したいシナリオを開いておきます。

2 「シナリオ操作」－「シナリオプレビュー」の順で選択します。

3 シナリオプレビュー画面が表示されます。次の表を参考にシナリオを操

作します。

コンピュータ上でシナリオの投写状態を確認したいときコンピュータ上でシナリオの投写状態を確認したいときコンピュータ上でシナリオの投写状態を確認したいときコンピュータ上でシナリオの投写状態を確認したいとき

巻き戻し一時停止

ボリューム

再生

進行状況バー

早送り停止



4 確認し終わったら、画面右上の「 」ボタンをク リ ッ ク してシナリオプ

レビュー画面を閉じます。

EMP SlideMaker2では、PowerPointのアニメーション効果と同様の効果をシ

ナリオ内の各セルに設定できます。PowerPoint で設定したアニメーション

を保持しているスライドは、分割されたコマごとに投写時間やアニメー

ションを設定して投写することができます。この場合は、アニメーション確

認ウィンドウで目的のアニメーションを右クリックして「セルのプロパ

ティ」をクリックします。

停止 再生を中止し、一番前のスライ ドに戻り ます。

一時停止 
シナリオ動作が「自動」に設定されているスライ ドを
一時停止します。

再生 

シナリオプレビューを開始します。また、停止または
一時停止しているシナリオを再開します。シナリオ動
作が「手動」に設定されている場合は、次のスライ ドを
表示します。

巻き戻し
現在表示しているスライ ドの1つ前のスライ ド または
アニメーシ ョ ン実行前の画面に戻り ます。戻る際はア
ニメーシ ョ ン効果は実行されません。

早送り
現在表示しているスライ ドの1つ先のスライ ド または
アニメーシ ョ ン実行後の画面に進みます。このと きア
ニメーシ ョ ン効果は実行されません。

ボリュー
ム

Volume Controlを起動します。BGMの音の大きさを調
整できます。

進行状況バー

シナリオの進行状況をバーで表示します。開始時は
バーの表示はなく、進行するにしたがって左から右に
バーが伸びていきます。一番右までバーが達する と終
了です。

アニメーシ ョ ンの設定アニメーシ ョ ンの設定アニメーシ ョ ンの設定アニメーシ ョ ンの設定

あらかじめPowerPointでアニメーシ ョ ンを設定したファイルをシナリオ

に取り込んだ方が、シナリオ再生時のアニメーシ ョ ンの動作がなめらか

です。PowerPoint のスラ イ ド にアニ メ ーシ ョ ンを設定したい場合は、

PowerPoint で設定するこ と をお薦めします。画像フ ァ イルにアニ メー

シ ョ ンを設定したい場合や、設定したアニメーシ ョ ンを保持せずに、シナ

リオに取り込んだスライ ドにアニメーシ ョ ンを設定したい場合は、ここ

で説明している方法で設定します。
17
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シナリオの作成と転送
1 目的のセル、またはアニ メーシ ョ ンで右ク リ ッ ク し、「セルのプロパ

テ ィ」を選択します。

複数のセル、またはアニメーシ ョ ンに同じ設定をする場合は、キーボー

ドの［Shift] キー、または［Ctrl] キーを押したまま ク リ ッ ク して複数のセ

ルを選択後、右ク リ ッ ク して「セルのプロパティ」を選択します。

セル

アニメーシ ョ ン



2 プロパテ ィ画面が表示されます。次の表を参照して項目を設定し、「OK」

ボタンをクリ ックします。

シナリオ動作

「自動」を選択した場合は、切り替える時間を0秒から
1800秒の間で設定できます。「手動」にした場合は、投
写時にリモコンの［ページ送り]または［ページ戻し]
ボタンを押して切り替えます。

アニメーシ ョ
ン効果

投写時に画面を切り替える と きに、切り替わる画面に
効果を指定できます。
選択したアニメーシ ョ ンによっては、「方向」を選択し
ます。
以下が効果の一例です。
スライ ド イン：指定した方向から画面を切り替えます
ボッ クスワイプイン：内側から画面を切り替えます
19
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プレゼンテーションの実行プレゼンテーションの実行プレゼンテーションの実行プレゼンテーションの実行
（CardPlayerの使い方）（CardPlayerの使い方）（CardPlayerの使い方）（CardPlayerの使い方）
ここでは、EMP SlideMaker2でメモリカードに転送したシナリオと、
画像・動画ファイルをプロジェクターで投写する操作を説明しま
す。画像・動画ファイルはあらかじめコンピュータ側でメモリカー
ドに保存しておきます。

CardPlayerで投写できるファイル........................ 22
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• フォルダ内のすべての画像・動画ファイルを順番に再生する
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CardPlayerで投写できるファイルCardPlayerで投写できるファイルCardPlayerで投写できるファイルCardPlayerで投写できるファイル
CardPlayerで投写できるファ イルは次のとおりです。

種類
ファイルタイプ

（拡張子）
備考

シナリ オ .sit シナリオ転送で作成されたシナリオファ イル
です。
シナリオ作成時にBGM設定した音声（.wav）も
再生できます。
ELP-715/505に添付のEMP SlideMakerで作成
したシナリオも投写できます。

画像 .bmp 24ビッ ト カラーのもののみ投写できます。

.jpg バージョ ンを問いません。ただし、CMYKカラー
モード形式、プログレッシブ形式、解像度が2560
×1920を超えるものは投写できません。

.png 解像度が1024×768を超えるものは投写できませ
ん。

動画 .mpg MPEG2-PS
再生可能なサイズが最大720×480までで、
DVDと同じ（シーケンスヘッダがGOPごとに
配置されている）形式でないと再生できませ
ん。
再生できる音声形式は、MPEG1レイヤー2で
す。リ ニアPCMとAC-3は再生できません。
使用する メモ リ カードは、コンパク ト フラ ッ
シュカードまたはカード型のハードディ スク
ド ライブを推奨します。上記以外のメモリ
カードを使用する と、正し く再生できないこ
とがあ り ます。また、アクセス速度が遅いコン
パク ト フラ ッシュカードを使用する と、正し
く再生されなかった り、音飛びしたり音が出
なくなったりするこ とがあ り ます。また、コン
テンツによっては画面や音が乱れるこ とがあ
り ます

DPOFg .mrk DPOFのバージ ョ ンが1.10で、ファ イル名が
AUTPLAYx.mrk （xは0～9の数字）のもののみ
投写できます。

• 拡張子が「.jpeg」の JPEG フ ァイルと「.mpeg」の MPEG フ ァイルは投写で

きません。

• JPEG フ ァイルの特性上、圧縮率が高いと画像がきれいに投写されない

ことがあります。



CardPlayerの使用方法CardPlayerの使用方法CardPlayerの使用方法CardPlayerの使用方法
プロジェ ク ターにセッ ト したメモリカード内のシナリオ、画像・動画ファ イ

ルを再生するには、EasyMPのCardPlayer を使用します。こ こでは、CardPlayer

の使用方法について説明します。

CardPlayerの起動方法CardPlayerの起動方法CardPlayerの起動方法CardPlayerの起動方法

次の手順でCardPlayerを起動します。

1 プロジェクターのカードスロッ トにメモリカードをセッ ト します。

2 リモコンの［電源]ボタンを押し、プロジェクターの電源を入れます。

3 リモコンの［PC/EasyMP] ボタンを押して投写画面に「EasyMP」と表示さ

れるのを確認して ください。

CardPlayerが起動してメモ リ カードの内容が表示されます。JPEG ファ イ

ルはサムネイル表示（ファ イルの内容が小さい画像で表示）されます。そ

れ以外のファイルとフォルダはアイコン表示されます。
23
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CardPlayerの使用方法
CardPlayerの終了方法CardPlayerの終了方法CardPlayerの終了方法CardPlayerの終了方法

1 リモコンの［ ]［ ]［ ]［ ]ボタンを押し「EJECT」ボタンにカーソルを合

わせます。

• 再生を中止したい場合は、リモコンの［戻る］ボタンを押します。

• オート ランの設定をしたシナリオがメモリ カードにある場合は、最優

先でそのシナリオを自動的に再生します。

• プロジェ クターのカードスロッ トにメモリカードがセッ ト されていな

いと、次の画面が表示されます。この場合は、メモリカード をセッ トす

ると、手順3の画面が表示されます。

• JPEG フ ァイルによっては、サムネイル表示に切り替えてもサムネイル

が表示できないこ とがあります。その場合はフ ァイルアイコンが表示

されます。



2 リモコンの［決定］ボタンを押します。

CardPlayerが終了し、次の画面が表示されます。

3 プロジェクターのカードスロッ トから メモリカードを取り出します。

CardPlayerの基本操作CardPlayerの基本操作CardPlayerの基本操作CardPlayerの基本操作

CardPlayerの操作には、次の2つの操作モードがあ り ます。

･ 「ガイ ドモード」 ：ファ イル操作をするための Easy メニューが表示され

ます。Easy メニューで項目を選択してファイルの再生

やオプシ ョ ン設定などの操作をします。

･ 「ク イ ッ クモード」 ：フ ァ イルの再生、フォルダを開く、シナ リ オ編集時の

移動元スライ ド選択と移動先決定を、Easy メニューを

使わずに リモコンの［決定 ] ボタンを押すだけで実行

できます。

初期設定では「ガイ ドモード」に設定されています。

操作モードの設定方法については、「表示条件と操作モード を設定する」を

ご覧ください。 p.37 

ク イ ッ クモードでの操作方法については、「ク イ ッ クモードでの操作方法」

をご覧ください。 p.28 
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CardPlayerの使用方法
Easy メニューを使ってシナリオや画像・動画の再生などをする手順を説明

します。

1 リモコンの［ ]［ ]［ ]［ ] ボタンを押して、操作の対象となるファイル

またはフォルダにカーソルを合わせます。

現在表示中の画面にすべてのファ イルやフォルダが表示しきれていな

い場合は、リモコンの［ページ送り ] ボタンを押します。「次のページ」ボ

タンにカーソルを合わせて リモコンの［決定 ]ボタンを押しても、同様に

次の画面が表示されます。前の画面に戻る場合は、リモコンの［ページ戻

し ] ボタンを押すか、「前のページ」ボタンにカーソルを合わせて リモコ

ンの［決定]ボタンを押します。

2 リモコンの［決定］ボタンを押します。

Easyメニューが表示されます。

Easyメニューの操作方法（ガイ ドモード）Easyメニューの操作方法（ガイ ドモード）Easyメニューの操作方法（ガイ ドモード）Easyメニューの操作方法（ガイ ドモード）

カーソル

Easyメニュー



Easy メニューは選択するものによって以下のよ うに表示される項目が異な

ります。

シナリオを選択した場合シナリオを選択した場合シナリオを選択した場合シナリオを選択した場合

画像ファイルを選択した場合画像ファイルを選択した場合画像ファイルを選択した場合画像ファイルを選択した場合

動画ファイルを選択した場合動画ファイルを選択した場合動画ファイルを選択した場合動画ファイルを選択した場合

フォルダを選択した場合フォルダを選択した場合フォルダを選択した場合フォルダを選択した場合

［決定 ] ボタンを押したときに、シナリオや画像・動画が再生されたり、

フォルダが開いたりする場合は、操作モードが「クイ ッ クモード」になっ

ています。  p.28 

シナリオ再生 シナリオを再生します。 p.30 

シナリオ編集 シナリオの編集画面を表示します。 p.32 

キャンセル 何もせずにEasyメニューを閉じます。

画像再生 画像を再生します。 p.34 

キャンセル 何もせずにEasyメニューを閉じます。

動画再生 動画を再生します。 s P.34

キャンセル 何もせずにEasyメニューを閉じます。

フォルダを開く

フォルダを開いてフォルダ内のファイルを表示します。
フォルダを開いた画面で、左上のフォルダアイコンを選
択して［決定］ボタンを押します。表示されたメニューで
「一つ上の階層へ」を選択して［決定]ボタンを押すとフォ
ルダを開く前の画面に戻り ます。

スライドショー
再生

フォルダ内の画像、動画ファイルを順次再生します。 p.35 
スライ ドシ ョー再生では、シナリオは正し く再生できま
せん。シナリオを再生する場合は、シナリオファ イルを選
択して、「シナリオ再生」を実行してください。

オプション
オプシ ョ ン設定画面を表示します。Card Playerでスライ ド
シ ョー表示条件と動作モードを設定できます。 p.37 

キャンセル 何もせずにEasyメニューを閉じます。
27
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CardPlayerの使用方法
ク イ ッ クモードでは次のよ うに、リモコンの［決定]ボタンを押すと主な機能

を直接実行できます。リモコンの［戻る ]ボタンを押すと Easyメニューが表示

され、別の機能を実行するこ と もできます。

ファイルまたはフォルダ選択時ファイルまたはフォルダ選択時ファイルまたはフォルダ選択時ファイルまたはフォルダ選択時

シナリオ編集中シナリオ編集中シナリオ編集中シナリオ編集中

CardPlayerで再生した JPEG形式の画像を 90°単位で回転できます。スライ ド

シ ョー実行時に再生されるJPEG形式の画像も回転できます。

次の手順でJPEG形式の画像を回転します。

1 JPEG 形式の画像またはシナリオを再生するか、スライ ドシ ョーを実行

します。

JPEG形式の画像の再生 「画像・動画を再生する」 p.34 

シナリオの再生 「シナ リオの再生」 p.30 

ス ラ イ ドシ ョーの実行 「フォルダ内のすべての画像・動画ファ イル

を順番に再生する（スラ イ ドシ ョー）」 p.35 

クイッ クモードでの操作方法クイッ クモードでの操作方法クイッ クモードでの操作方法クイッ クモードでの操作方法

［決定]
フォルダ：開く
シナリオ、画像、動画：再生

［戻る] Easyメ ニュー表示

［決定] 移動元スライド選択、移動先決定

［戻る] Easyメ ニュー表示

画像を回転する画像を回転する画像を回転する画像を回転する



2 JPEG 形式の画像が再生されたら、リモコンの［ ]［ ] ボタンを押しま

す。

［ ]［ ]ボタンを押す方向と画像の回転は下図のとおりです。

右 左 右左

右

左

右

左
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シナリオの投写シナリオの投写シナリオの投写シナリオの投写
こ こでは、メモリカードに転送したシナリオの再生方法とシナリオ再生中

の操作方法、シナリオの編集方法について説明します。

シナリオの再生シナリオの再生シナリオの再生シナリオの再生

再生するシナリオは、事前に EMP SlideMaker2 の「シナリオ転送」機能でメモ

リカードに転送しておきます。 p.12 

1 CardPlayerを起動します。 p.23 

セッ ト しているメモリカードの内容が表示されます。

2 リモコンの［ ]［ ]［ ]［ ] ボタンを押して、再生するシナリオファイル

にカーソルを合わせます。

3 使用中の操作モードにより、リモコンの以下のボタンを押します。

ガイ ドモード ：［決定 ] ボタンを押すと、Easy メニューが表示されます。

［ ] と［ ] ボタンを押して「シナ リオ再生」を選択して

［決定]ボタンを押します。

ク イ ッ クモード：［決定]ボタンを押します。

シナリオにオート ランや繰り返しの設定ができます。 p.12 

シナリオファイル



4 シナリオが再生されます。「シナリオ動作」が「自動」に設定されている場

合は最後まで再生すると、ファイル一覧表示に戻ります。繰り返し設定

がされているときは、最後まで再生すると最初から再生を繰り返しま

す。

「シナ リ オ動作」が「手動」に設定されている場合や、中止、停止を行うに

は、次の「プレゼンテーシ ョ ン中の操作」をご覧ください。

プレゼンテーシ ョ ン中の操作プレゼンテーシ ョ ン中の操作プレゼンテーシ ョ ン中の操作プレゼンテーシ ョ ン中の操作

シナリオ再生中は、リモコンで次の操作ができます。

プロジェク ター本体の次の機能は CardPlayer でシナリオや画像ファ イルを

投写している と き も同様に使えます。各機能の詳細は『取扱説明書』「静止機

能」、「 ミ ュート機能」、「Eズーム機能」をご覧ください。

•静止　 　 • ミ ュート 　 　 • Eズーム

• 投写順の変更や表示・非表示の設定は、シナリオ編集画面で行います。

 p.32 

• シナリオ再生中、JPEG 形式の画像が投写されているときは、画像を回

転できます。  p.28 

画面切り替え
［決定]または［ページ送り ]ボタンを押すと、次の画面に進
みます。
［ページ戻し ]ボタンを押すと、前の画面に戻り ます。

再生の中止

［戻る］ボタンを押すと、「シナリオ再生を終了します
か？」と メ ッセージが表示されます。「終了する」ボタンを
選択して［決定］ボタンを押すと終了します。「戻る」ボタ
ンを選択して［決定］ボタンを押すと再生を続けます。
31



32

シナリオの投写
シナリオの編集シナリオの編集シナリオの編集シナリオの編集

プロジェ ク ターにセッ ト しているメモリカードのシナリオ内のスラ イ ドを

投写する順番を変更した り、各スラ イ ドの表示・非表示を編集した りできま

す。

1 リモコンの［ ]［ ]［ ]［ ] ボタンを押し、編集するシナリオにカーソル

を合わせます。

2 使用中の操作モード により 、リモコンの以下のボタンを押します。

ガイ ドモード ：［決定 ]ボタンを押すと、Easy メニューが表示されます。

メニューで「シナ リ オ編集」を選択して［決定 ] ボタン

を押します。

ク イ ッ クモード：［戻る ]ボタンを押すと、Easy メニューが表示されます。

メニューで「シナリオ編集」を選択して［決定]ボタンを

押します。

3 シナリオ編集画面が表示されます。

目的のスライ ドにカーソルを合わせます。スライ ドの順番を入れ替える

場合は手順4に、スライ ドを非表示にする場合は手順6に進みます。

4 使用中の操作モードに合わせて、リモコンの以下のボタンを押します。

ガイ ドモード ： ［決定]ボタンを押すと、Easyメニューが表示されます。

メニューで「ファ イル移動」を選択して［決定]ボタンを

押します。

ク イ ッ クモード： 移動したいスライ ドにカーソルを合わせて［決定]ボタ

ンを押します。

5 カーソルを移動先に合わせ、リモコンの［決定]ボタンを押します。

移動したいスラ イ ド
を選択する

移動先を選択するカーソル 



6 スライ ドを表示しないようにする場合は、目的のスライ ドにカーソルを

合わせて、使用中の操作モードにより リモコンの以下のボタンを押しま

す。

ガイ ドモード ：［決定 ] ボタンを押すと、Easy メニューが表示されます。

メニューで「表示/非表示」を選択して［決定 ]ボタンを

押します。

クイ ッ クモード：［戻る ]ボタンを押すと、Easy メニューが表示されます。

メニューで「表示 /非表示」を選択して［決定 ]ボタンを

押します。

7 編集が終了したら、リモコンの［ ] ボタンを押して「OK」ボタンにカーソ

ルを合わせて、リモコンの［決定]ボタンを押します。

編集した内容でシナリ オが保存され、ファ イル一覧表示に戻り ます。保

存しない場合は、「キャンセル」ボタンにカーソルを合わせて、リ モコン

の［決定]ボタンを押します。

非表示マーク
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画像・動画ファイルの再生画像・動画ファイルの再生画像・動画ファイルの再生画像・動画ファイルの再生
メモリカードに保存されている画像・動画フ ァ イルを、CardPlayer 機能を

使って再生するには、次の2通りの方法があり ます。

• 画像・動画ファイルの再生

１つのファイルの内容を再生して投写する機能です。

• フォルダ内の画像・動画ファイルの順次再生（スライドシ ョー）

フォルダ内のファ イルの内容を、順番に 1 つずつ再生して投写する機能で

す。

画像・動画を再生する画像・動画を再生する画像・動画を再生する画像・動画を再生する

1 CardPlayerを起動します。 p.23 

セッ ト しているメモリカードの内容が表示されます。

2 リモコンの［ ]［ ]［ ]［ ] ボタンを押して、再生する画像ファイルまた

は動画ファイルにカーソルを合わせます。

3 使用中の操作モードにより、リモコンの以下のボタンを押します。

ガイ ドモード ：［決定 ] ボタンを押すと、Easy メニューが表示されます。

メ ニューで「画像再生」または「動画再生」を選択して

［決定]ボタンを押します。

ク イ ッ クモード：［決定]ボタンを押します。

動画再生時は頻繁にメモリカードにアクセスします。そのときにメモリ

カード をカードスロッ トから取り出すと、CardPlayer に異常が発生する

場合があります。

画像ファイル



4 画像または動画が再生されます。リモコンの［決定 ]ボタンまたは［戻る ]

ボタンを押すと、ファイル一覧表示に戻ります。

フォルダ内のすべての画像・動画ファイルを順番に再生するフォルダ内のすべての画像・動画ファイルを順番に再生するフォルダ内のすべての画像・動画ファイルを順番に再生するフォルダ内のすべての画像・動画ファイルを順番に再生する
（スライドショー）（スライドショー）（スライドショー）（スライドショー）

フォルダ内の画像・動画ファ イルを順番に 1 つずつ再生して投写できます。

この機能を「ス ラ イ ドシ ョー」と呼びます。以下の手順でスラ イ ドシ ョーを

実行します。

1 CardPlayerを起動します。 p.23 

セッ ト しているメモリカードの内容が表示されます。

2 リモコンの［ ]［ ]［ ]［ ] ボタンを押し、スライ ドシ ョーを実行する

フォルダにカーソルを合わせます。

JPEG形式の画像を再生しているときは、画像を回転できます。

 p.28 

繰り返して再生したり画面切替時の表示に効果をつけるなどの表示条件

を設定できます。  p.37 
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画像・動画ファイルの再生
3 使用中の操作モードにより、リモコンの以下のボタンを押します。

ガイ ドモード ：［決定 ] ボタンを押すと、Easy メニューが表示されます。

メニューで「スラ イ ドシ ョー再生」を選択して［決定]ボ

タンを押します。

ク イ ッ クモード：［戻る ]ボタンを押すと、Easy メニューが表示されます。

メニューで「スラ イ ドシ ョー再生」を選択して［決定]ボ

タンを押します。

4 スライ ドシ ョーが実行され、フォルダ内の画像・動画ファイルが順に1つ

ずつ再生されます。

最後まで再生する と、自動的にファ イル一覧表示に戻り ます。オプシ ョ

ン画面で「繰り返し再生」を「ON」に設定している と きは、最後まで再生

する と最初から再生を繰り返します。 p.37 

シナリオと同様、スライ ドシ ョー投写中は次画面に送る、前画面に戻す、

再生を中止する こ とができ ます。 「プレゼンテーシ ョ ン中の操作」

p.31 



表示条件と操作モードを設定する表示条件と操作モードを設定する表示条件と操作モードを設定する表示条件と操作モードを設定する
スライドショー再生の表示条件と操作モードを設定できます。表示条件で

設定できる内容は繰り返し再生、表示時間設定、表示順序設定、画面切替効

果、操作モード切り替えです。

1 リモコンの［ ]［ ]［ ]［ ] ボタンを押し、表示条件を設定するフォルダ

にカーソルを合わせます。

2 使用中の操作モードにより、リモコンの以下のボタンを押します。

ガイ ドモード ：［決定 ] ボタンを押すと、Easy メニューが表示されます。

メニューで「オプシ ョ ン」を選択して［決定]ボタンを押

します。

クイ ッ クモード：［戻る ]ボタンを押すと、Easy メニューが表示されます。

メニューで「オプシ ョ ン」を選択して［決定]ボタンを押

します。

3 各項目を設定します。

変更したい項目の設定にカーソルを合わせ、リモコンの［決定 ]ボタンを

押すと、設定が有効にな り ます。

各項目の詳細は次の表のとおりです。
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表示条件と操作モードを設定する
4 リモコンの［ ]ボタンを押して「OK」ボタンにカーソルを合わせ、

［決定]ボタンを押します。

設定が適用されます。

設定を適用した くない場合は、「キャンセル」ボタンにカーソルを合わせ

て、［決定]ボタンを押します。

繰り返し再生 繰り返しスライドショーを実行するかを設定します。

表示時間設定

こ こで指定した時間が経過したら、次のファイルを
表示します。「なし」の場合は、リモコンの［決定]また
は［ページ送り ]ボタンを押すと次のファイルに進み
ます。

表示順序設定 表示するファイルの順番を設定します。

画面切替効果 ファイルの内容を表示すると きの効果を設定します。

操作モード切替

CardPlayerでの操作モードを切り替えます。
初期設定は「ガイ ドモード」です。
ガイ ドモードの操作方法は「Easyメニューの操作方
法（ガイ ドモード）」（ p.26 ）を、ク イ ッ クモードの
操作方法は「ク イ ッ クモードでの操作方法」
（ p.28 ）をご覧ください。
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高度な使い方高度な使い方高度な使い方高度な使い方
ここでは、ネッ トワークを介して接続したコンピュータから、プロ
ジェクターの設定を変更したり、管理したりする方法を説明してい
ます。

コンピュータから設定・監視・制御をする................ 40

• Webブラウザを使って設定を変更する（EasyWeb）............... 40

･EasyWebを表示する ................................................ 41

･プロジェクターの設定 ............................................. 42

･プロジェクターの制御 ............................................. 44

• EMP Monitorを使って監視や制御をする ....................... 45

• メール通知機能で異常を通知する ............................ 51

･メール通知の設定 ................................................. 52

･異常通知のメールが送られてきたら ................................. 52

• SNMPを使って管理する ...................................... 53
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コンピュータコンピュータコンピュータコンピュータから設定・監視・制御をするから設定・監視・制御をするから設定・監視・制御をするから設定・監視・制御をする
コンピュータ とプロジェク ターを無線LANで接続する と、コンピュータから

ネッ ト ワーク経由で以下のよ う なプロジェ ク ターの設定や管理ができま

す。

• Webブラウザを使ったネッ トワーク機能の設定とプロジェクターの制御

（EasyWeb）

• EMP Monitorを使ったプロジェクターの監視と制御（アクセスポイン ト

モードまたは有線LAN接続モード接続時のみ）

• SNMP と SNMP マネージャプログラムを使った、プロジェクターの状態

やネッ トワーク設定の取得、プロジェクターの制御、異常報知（アクセスポ

イン トモード接続時のみ）

こ こでは、上記3つの方法について説明します。

Webブラウザを使って設定を変更する（EasyWeb）Webブラウザを使って設定を変更する（EasyWeb）Webブラウザを使って設定を変更する（EasyWeb）Webブラウザを使って設定を変更する（EasyWeb）

プロジェクターとネッ ト ワーク接続したコンピュータの Web ブラウザを利

用して、コンピュータからプロジェク ターの設定や制御が行えます。この機

能を使えば、プロジェク ターから離れた場所から、設定や制御の操作ができ

ます。

Webブラウザは、Microsoft Internet Explorer 5.0以降を使用して ください。

• プロジェ クターの環境設定メニューの「高度な設定」 ‐ 「待機モード」を

「ネッ トワーク有効」に設定してお く と、プロジェ ク ターがスタンバイ

状態（電源インジケータがオレンジ色に点灯している状態）でも、Web

ブラウザを使った設定や制御ができます。

• ご使用の Web ブラウザで、プロキシサーバーを使用して接続するよう

に設定されていると、EasyWeb を表示できません。表示したい場合は、

プロキシサーバーを使用しないで接続するようにして く ださい。



以下のどちらかの手順で、EasyWebを表示します。

EMP NS Connectionのツールバーを使うEMP NS Connectionのツールバーを使うEMP NS Connectionのツールバーを使うEMP NS Connectionのツールバーを使う

1 簡単接続モードまたはアクセスポイン トモード、有線LAN接続モードで

プロジェクターとコンピュータを接続します。 『EasyMP セッ トアッ

プガイ ド』「簡単接続モードで接続する」、「アクセスポイン トモードまた

は有線LAN接続モードで接続する」

2 EMP NS Connectionのツールバーの「プロジェクター操作URL表示」アイ

コンをクリ ックします。

パスワード入力画面が表示されます。

3 パスワードを入力して「OK」をク リ ックします。

パスワードを設定していない場合は、何も入力せず「OK」をク リ ッ クし

ます。 『EasyMPセッ トアップガイ ド』　WEBコン トロール用パスワー

ド

Webブラウザが起動し、Easywebが表示されます。

EasyWebEasyWebEasyWebEasyWebを表示するを表示するを表示するを表示する

プ ロ ジ ェ ク タ ー
の設定

プ ロ ジ ェ ク タ ー
の制御
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コンピュータから設定・監視・制御をする
プロジェクターのIPアドレスを入力するプロジェクターのIPアドレスを入力するプロジェクターのIPアドレスを入力するプロジェクターのIPアドレスを入力する

プロジェク ターのネッ ト ワーク 設定で「 アク セスポイント モード または有線

LAN接続モード 」に設定している場合は、次のよう にプロジェクターの IPアド レ

スを指定してEasyWebを開く ことができます。

1 コンピュータでWebブラウザを起動します。

2 Web ブラウザのアドレス入力部に、プロジェクターの IP アドレスを入力

し、コンピュータのキーボードの［Enter]キーを押します。

EasyWebが表示されます。

プロジェク ターの環境設定メニューや、Network Screen のネッ ト ワーク詳細

設定画面で設定する項目を設定でき ます。設定した内容は、環境設定 メ

ニューやNetwork Screenのネッ ト ワーク詳細設定に反映されます。

Webブラウザで設定できない環境設定メニューの項目Webブラウザで設定できない環境設定メニューの項目Webブラウザで設定できない環境設定メニューの項目Webブラウザで設定できない環境設定メニューの項目

次の項目を除いて、プロジェ ク ターの環境設定メニューの全項目を設定で

きます。

• 「ユーザーロゴ」メニューによるユーザーロゴの登録

• 「高度な設定」→「言語」、「Link21L」

• 「情報」→「ランプ点灯時間初期化」

• 「全初期化」

各メニューの項目の内容はプロジェク ター本体の環境設定メニューと同じ

です。 『取扱説明書』「環境設定メニューの機能と操作」

プロジェクターの設定プロジェクターの設定プロジェクターの設定プロジェクターの設定



Webブラウザで設定できるネッ トワーク設定の項目Webブラウザで設定できるネッ トワーク設定の項目Webブラウザで設定できるネッ トワーク設定の項目Webブラウザで設定できるネッ トワーク設定の項目

Network Screen での全設定項目を設定できます。ただし、「MAC アドレス」は

表示されません。

各項目の内容は、Network Screenのネッ ト ワーク詳細設定画面と同じです。

s『EasyMP セッ ト アップガイ ド』「簡単接続モードで接続する」、「アクセス

ポイン トモードまたは有線LAN接続モードで接続する」

ただし、WEP暗号については、Webブラウザからの設定では、HEX（16進）だけ

ではなくテキス トによるキーの入力ができます。

テキス トでのキー入力による WEP 暗号設定の方法は、アクセスポイン トに

よ り異な り ます。そのため、参加するネッ ト ワークの管理者に確認し、まず

「入力方式」で「TEXT1」を選択して設定してみて ください。その設定で正し

く暗号化されない場合は、「TEXT2」や「TEXT3」を選択して設定してみて く

ださい。

「WEP 暗号」で「128bit」を選択した場合、「キーID」は「0」しか選択できません。

「40bit」を選択した場合、「0」、「1」、「2」、「3」のいずれかから選択できます。

有線LANで接続しているときは、「無線LAN設定」は表示されません。
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コンピュータから設定・監視・制御をする
プロジェクターの制御は、EasyWebの下部にあるEasyRemoteを使います。

各アイコンの機能は以下のとおりです。

プロジェクターの制御プロジェクターの制御プロジェクターの制御プロジェクターの制御

PC/EasyMP プロジェク ターで投写する入力信号を、コンピュータ/コン
ポーネン ト ビデオ端子からの映像またはEasyMPの画面に切り
替えます。

S-ビデオ/
ビデオ

プロジェク ターで投写する入力信号をS-ビデオ端子またはビ
デオ端子からの映像に切り替えます。

静止 映像を一時停止します。ただし、音声は停止しません。も う一
度クリックする と一時停止を解除します。プロジェクター本
体の静止機能と同じ機能です。

ミュート 映像と音声を一時的に消します。も う一度クリックする と解
除します。プロジェク ター本体のミ ュート機能と同じ機能で
す。

電源 プロジェク ターの電源をオン/オフします。



EMP Monitorを使って監視や制御をするEMP Monitorを使って監視や制御をするEMP Monitorを使って監視や制御をするEMP Monitorを使って監視や制御をする

コンピュータとプロジェクターを無線 LAN のアクセスポイントモードまた

は有線LAN接続モードで接続すると、EMP Monitorを使って、ネットワーク上

の複数のプロジェクターの状況確認をしたり、電源の ON/OFF や入力ソース

の切り替えなどを一括して操作できます。各教室や会議室に配置されてい

るプロジェクターをいっせいに起動したり、監視したりする場合に一人の

オペレーターが一括して行うことができます。

EMP Monitorを起動する前に、次の点をご確認ください。

• 使用するコンピュータにEMP Monitorをインストールしておきます。

s『EasyMP セッ トアップガイ ド』「EasyMP Softwareのインストール」

• プロジェ ク ターと コンピュータがアクセスポイン ト モード または有線

LAN 接続モードで接続できるように、ネッ トワーク設定をしておきます。

s『EasyMP セッ ト アップガイ ド』「アクセスポイン ト モードまたは有線

LAN接続モードで接続する」

• Windows2000/NT4.0/XPを使っている場合は、管理者権限のユーザーに限り起動

できます。

1 Windowsで、「スタート」－「プログラム」（または「すべてのプログラム」）

－「EPSON Projector」－「EMP Monitor」の順に選択します。

EMP Monitorが起動します。

• 最大64台のプロジェクターを一括して監視・制御できます。

• プロジェ クターの環境設定メニューの「高度な設定」 ‐ 「待機モード」を

「ネッ トワーク有効」に設定してお く と、プロジェ ク ターがスタンバイ

状態（電源OFFの状態）でも、EMP Monitorを使った設定や制御ができま

す。

• EMP Monitorを使った管理機能は、無線LANの簡単接続モードでは使用

できません。
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コンピュータから設定・監視・制御をする
2 EMP Monitor をインス トール後初めて起動したときや、プロジェクター

を追加登録したいときは、「プロジェクター登録」ボタンをクリ ッ クしま

す。すでにプロジェクターを登録しており、追加登録しない場合は手順8

に進みます。

3 「自動検出」ボタンをクリ ックします。

現在、ネッ ト ワークで接続しているプロジェク ターの名前が一覧で表示

されます。

登録したいプロジェ ク ターの IP アドレスがわかっている場合は、マニュ

アル登録機能が便利です。「マニュアル登録」ボタンをク リ ッ クすると、以

下のプロジェ ク ターマニュアル登録画面が表示されます。IP アド レスを

入力して「確認」ボタンをク リ ッ ク します。プロジェ ク ター名が表示され

たら、「追加」ボタンをク リ ッ ク します。プロジ ェ ク ター登録画面にプロ

ジェ クター名が追加されます。



4 状況確認や制御したいプロジェ ク ター名を選択し、「追加」ボタンをク

リ ッ クします。

5 他に監視したいプロジェクターがある場合は、手順4を繰り返します。

6 監視したいプロジェ ク ターをすべて追加したら、「閉じる」ボタンをク

リ ッ クします。

プロジェク ター登録画面に戻り、追加したプロジェク ター名が表示され

ます。

選択したプロジェ クタ ー名
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コンピュータから設定・監視・制御をする
7 目的のプロジェクターをすべて登録したら、「閉じる」ボタンをクリ ック

します。

監視した くないプロジェクターが登録されている場合は、そのプロジェ

クター名を選択し、「削除」ボタンをク リ ッ クする と削除されます。

8 登録したプロジェクターの状態がそれぞれ表示されます。

一度登録しておけば、以降はEMP Monitorを起動するたびに、登録されて

いるプロジェクターの状態を自動的に表示します。

マニュアル登録機能で登録したプロジェ クターの IP アドレス gが変更に

なった場合は、プロジェ ク ター名を選択して「編集」ボタンをク リ ッ クす

ると、IP アドレスの変更ができます。自動検出機能で登録したプロジェク

ターに対しては「編集」ボタンは使用できません。自動検出機能で登録し

たプロジェクターに対しては「編集」ボタンは使用できません。

： マニュアル登録機能で登録したプロジェ クター

： 自動検出機能で登録したプロジェ クタ ー



表示内容は次の表のと おり です。

状態 プロジェ ク ターの状態を次のよ うにアイコンで示
しています。

電源ON異常なし

電源ON異常あ り

電源OFF異常なし

電源OFF異常あ り

ネッ ト ワークエラー（ネッ ト ワーク接続さ
れていない、電源ケーブルが接続されてい
ないなど）

プロジェクター名 プロジェクター名が表示されています。

映像ソース 選択している映像ソースが表示されます。

コンピュータ、コンポーネン ト ビデオ

S-ビデオ

ビデオ

EasyMP

エラー情報 プロジェクターに異常が生じた場合、その状態を
以下のアイコンで示します。

ランプ寿命警告
新しいランプと交換します。 『取扱説明
書』「付録　 ランプの交換方法」

高速冷却中

ランプ異常

内部高温異常

内部異常

ファン異常

温度センサ異常

『取扱説明書』の「故障かなと思ったら」をご
覧になり処置を行ってください。
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コンピュータから設定・監視・制御をする
9 登録したプロジェクターに対して、一括して電源のオン / オフと入力

ソースの切り替えができます。制御の対象となるプロジェクターを選択

し、目的の操作のボタンをクリ ックします。

登録したプロジェク ターすべてを選択したい場合は、「全て選択」ボタン

をク リ ッ ク します。また、Windows でのファ イルの選択と同様、範囲の先

頭の行をク リ ッ ク し、キーボードの［Shift] キーを押したまま最後の行で

ク リ ッ クする と、その間の行がすべて選択されます。［Ctrl]キーを押した

ままク リ ッ クする と、選択と解除を交互に指定できます。



ボタンと動作内容は次の表のとおりです。

10 終了するには、「フ ァイル」－「終了」を選択するか、右上の「 」ボタンを

クリ ッ クします。

メール通知機能で異常を通知するメール通知機能で異常を通知するメール通知機能で異常を通知するメール通知機能で異常を通知する

メール通知機能の設定をしておく と 、プロジェ ク ターが異常／警告状態にな

る と、設定したメールアド レスに対して自ら異常状態を電子メールで通知

してきます。これによ り、プロジェ ク ターの異常を離れた場所にいても知る

こ とができます。

メール通知機能を使用する前に、次の点をご確認ください。

• プロジェ ク ターと コンピュータがアクセスポイン ト モード または有線

LAN 接続モードで接続できるように、ネッ トワーク設定をしておきます。

『EasyMP セッ ト アップガイ ド』「アクセスポイン ト モードまたは有線

LAN接続モードで接続する」

「詳細表示」
ボタン

選択したプロジェク ターの詳細情報を表示します。

電源ON プロジェク ターの電源をオンにします。

電源OFF プロジェク ターの電源をオフにします。

コンピュータ 映像信号をコンピュータまたはコンポーネン ト ビ
デオに切り替えます。

S-ビデオ 映像信号をS-ビデオに切り替えます。

ビデオ 映像信号をビデオに切り替えます。

EasyMP 映像信号をEasyMPに切り替えます。

• 送信先（宛先）は最大3つまで記憶でき、一括して送ることができます。

• プロジェ ク ターに致命的な異常が発生し、瞬時に起動停止状態になっ

た場合などは、メール送信できないことがあります。

• プロジェ クターの環境設定メニューで「高度な設定」→「待機モード」を

「ネッ トワーク有効」に設定してお く と、プロジェ ク ターがスタンバイ

状態（電源オフの状態）でも、監視ができます。
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コンピュータから設定・監視・制御をする
メール通知の設定は、Network Screen のアクセスポイン ト詳細設定画面

または有線LAN詳細設定画面のメール画面で設定します。

『EasyMP セッ ト アップガイ ド』「アクセスポイン トモードまたは有線

LAN接続モードで接続する」

メール通知先に設定した IPアドレスgに、件名が「EPSON Projector」と記載さ

れた メールが送信されてきたら、それがプロジェ ク ターの異常を通知する

メールです。

メールの本文には次のこ とが記載されています。

1行目：異常が生じたプロジェク ターのプロジェクター名

2行目：異常が生じたプロジェク ターに設定されている IPアドレス

3行目以降：異常の内容

異常の内容は、1行に1つずつ記載されています。メ ッセージの示す内容は次

表のとおりです。

※メ ッセージの最初に（＋）や（－）がつきます。

（＋）：本機に異常が発生した場合

（－）：本機の異常が対処された場合

メール通知の設定メール通知の設定メール通知の設定メール通知の設定

異常通知のメールが送られてきたら異常通知のメールが送られてきたら異常通知のメールが送られてきたら異常通知のメールが送られてきたら

メ ッセージ※ 原因 対処方法

Internal error 内部異常 『取扱説明書』「インジケータ
の見方」Fan related error ファン異常

Sensor error センサ異常

Lamp cover is open. ランプカバー開状態

Lamp timer failure ランプ点灯失敗

Lamp out ランプ切れ

Internal tempera-
ture error

内部高温異常
（オーバーヒート ）

High-speed cooling 
in progress

高速冷却中

Lamp replacement 
notification

ランプ交換勧告

No-signal ノ ーシグナル プロジェクターに映像信号が入力
されていません。接続状態や、接続
している機器の電源が入っている
かを確認してく ださい。



SNMPを使って管理するSNMPを使って管理するSNMPを使って管理するSNMPを使って管理する

コンピュータ とプロジェクターを無線 LAN のアクセスポイン トモードまた

は有線LAN接続モードで接続する と、SNMP と SNMPマネージャプログラム

を使ってコンピュータからプロジェ ク ターの監視、制御、異常報知を実行で

きます。

• SNMP を使った管理機能は、SNMP マネージャプログラムを使用しま

す。そのため、ネッ トワーク管理者などネッ トワークに詳しい人が必ず

行って く ださい。

• SNMPを使った管理機能は、無線LANのアクセスポイン トモードまたは

有線 LAN 接続モードで接続した場合にのみ使用できます。無線 LAN の

簡単接続モードでは使用できません。
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付　録付　録付　録付　録
ここでは、本書で使用している用語の解説と索引を記載していま
す。

用語解説.................................................................................................................. 56

索引............................................................................................................................ 57
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用語解説用語解説用語解説用語解説
本書で使用している用語で、本文中に説明がなかったもの、あるいは難しい

ものを簡単に説明します。詳細については市販の書籍などを利用して くだ

さい。

IPアドレス ネッ ト ワークに接続されたコンピュータを認識するため
の数字のこ とです。

SNMP Simple Network Management Protocolの略で、TCP／IPネッ
ト ワークにおいて、ルータ、コンピュータ、端末など、ネッ
ト ワークに接続された通信機器をネッ ト ワーク経由で監
視・制御するためのプロ ト コルです。

WEP Wired Equivalent Privacyの略で、通信中のデータを暗号化
するセキュ リテ ィ方法です。
WEPで暗号キーを登録しておく と同じ暗号キーが登録さ
れている機器ど う しでないとデータの通信が行なえな く
なります。 

DPOF Digital Print Order Formatの略で、デジタルカメ ラで撮影
した写真をプ リ ン トするための情報（プ リ ン ト したい写
真とその枚数の指定など）を、メモ リ カードなどの記録媒
体に記録するフォーマッ トです。
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ご注意
（1）本書の内容の一部、または全部を無断で転載することは固くお断りいたします。
（2）本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。
（3）本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、

お気付きの点がございましたら、ご連絡くださいますようお願いいたします。
（4）運用した結果の影響につきましては、（3）項にかかわらず責任を負いかねますので

ご了承ください。
（5）本製品がお客様により不適当に使用されたり、本書の内容に従わずに取り扱われ

たり、またはエプソンおよびエプソン指定の者（裏表紙参照）以外の第三者により、
修理、変更されたこと等に起因して生じた損害等につきましては、責任を負いかね
ますのでご了承ください。

（6）エプソン純正品、およびエプソン品質認定品以外のオプション品または消耗品を
装着してトラブルが発生した場合には、責任を負いかねますのでご了承ください。

（7）本書中のイラストと本体の形状は異なる場合があります。

本製品を日本国外へ持ち出す場合の注意
電源ケーブルは販売国の電源仕様に基づき同梱されています。本機を販売国以外
で使用する際には、事前に使用する国の電源電圧や、コンセントの形状を確認し、
その国に合った純正電源ケーブルを現地にてお買い求めください。

電波障害自主規制について
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラ
ス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としています
が、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を
引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

瞬低（瞬時電圧低下）基準について
本装置は、落雷などによる電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあり
ます。電源の瞬時電圧低下対策としては、交流無停電電源装置などを使用されるこ
とをお薦めします。

電源高調波について
この装置は、高調波抑制対策ガイドラインに適合しております。

商標について
IBM、DOS/V は、International Business Machines Corp. の商標または登録商標です。
Macintosh、Mac、iMac は、Apple Computer, Inc. の登録商標です。
Windows、WindowsNT は米国マイクロソフト社の商標です。
ドルビーはドルビーラボラトリーズの商標です。
EPSON はセイコーエプソン株式会社の登録商標です。
Portions of this software are based in part on the work of the Independent JPEG Group.
The freely available TIFF library written by Sam Leffler, Copyright © 1988-1997 Sam 
Leffler and Copyright © 1991-1997 Silicon Graphics, Inc., is used for loading, drawing 
and writing the TIFF file.

なお、各社の商標および製品商標に対しては特に注記のない場合でも、これを十分
尊重いたします。
本製品は、オープンソースソフトウェアを利用しております。

セイコーエプソン株式会社　2003
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